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概要　腟 桿 菌 が 発 表 さ れ て か ら半 世 紀 余 を 経 た 今 日 に お い て な お 性 状，細 菌学 上 の 位置 づ け す ら 不 明 確 な の は

不 安 定 な 生 物学 的性状 に 頼 つ た 分類 に 起 因 す る と考 え，血 清 に よ る 確 実 な 同 定 法 を確 立 す る 事 は，本菌 の 臨 床

的 動態 を 検索 す る 上 に 重 要 な 問題 で あ る の で，先人の 行っ た 血 清学的同定法 に 改 良 を 加 え て み る こ と に し た ．

　因 子 血 清 作 製 の た め の 標準株 は 不 本意な が ら 生 物 学 的 性 状 に よ り厳選 し ， 血 清 の 共通 抗 原 は 抗 体 分 画法 に よ

り減退 さ せ た ．

　血清 学 的 同 定事は 92．0％ の 安定 を 示 し た が，同 定不 能 の 8 ％ が 亜 型 か 異 型 か は 今 後 の 研 究 に ま た ね ば な ら ts

い ．

鰭 別培養 に 浦 る 検 出率 は 61．6％ で あ り，型 別 で は L 皿，y ，廼
・回 頁で 高 い ・な お 他 細 菌 と の 共 存率

は ，腸 球函 ブ ド ウ 球 鼠 次 い で 大 暘 菌 の 順 で 麟 ．ま た 腟 清 浄度醸 い 程 ，pH値 が 低 い 程 検 出職 焔 く・疾

患別 で も同 様 の 傾 向 を 認 め た ，

分 娩後 の 腟桿菌 と 腸 球 菌 の 出 現 関係 で は 率 ・⊃ 上 で は 腸 球 菌 の 出 現が 少 し 早 い 様 で あ る・

　本菌 の 抗 生 物質 に 対 す る 感受性 は
一

般 に 低 く，腟 内 投与 で も同様 の 傾 向 を 認 め た ．ま た 抗 生物 質投 与 中の 腟

内本菌 の 鯉 変 化 は は げ い ． 即 ち 何 ら か の 因 子 渤 賊 ら れ る と変 化 し勝 ち だ が ・加 え られ な い 限 唏 ん ど 変

化 し な い ．

　本 菌 と 直 腸 内 嗜酸桿菌 は 生物学 的，血 清学酌 に ほ V
’
同
一視 さ れ ，同

一例 の 両 菌 の 菌型 の
一致 率 が 高 い 事か ら

腟 ・直 腸 間 の 相 互移 行 力雅 察 さ れ る．ま た 本 菌 と ピ フ ィ ズ 噛 は 異 種 の 乳酸桿 菌 で あ る・

　本 菌 は 無糖 培地 に お い て は 他 細 菌に 対 し て 拮 抗 作 用 を 示 さ な い ．

　以 上 の 事 か ら ビ フ ィ ズ ス 菌 と は 異 種 の 乳酸桿 で あ る が ，直 腸 内 嗜酸桿 菌 と は 同
一

と 考 え ら れ る ．従 つ て 腟桿

菌 な る 従 来 の 呼 称 は 不 適 当 で ，膣 内乳 酸 桿菌 と 呼 ぷ の が 妥 当 と 考 え る．

　　　　　　　　　　緒　　言

　1892年 に DOderlein に よつ て t 見 され た 腟桿菌は ，

膣の 自浄作用に 大 きな 役割 を演ず る もの と され て 以 来 半

世紀余を経た今 日ま で，本菌の 性状 ， 分類に つ い て は 多

くの 発表 が あ る が い ずれも定説が な く，3型 に 分類す る

もの （Thomasi
）

， 秋穂
2〕
），4 型 に 分類す る も の （Lash ＆

K ・planS  岡木
4｝，石井

5’
） らが あ る．又噛酸桿菌との 異

同 に っ い て も Thomas ，石井は 同
一，　 Lash ＆ Kaplan，

相川
fi
，ら は殆ん ど同 一視 し て い る が ，岡 本 ，成沢

η
の 両

者 は全 く異なるもの と唱 えて い る．

　 こ の 様 に諸説が み られ る所 以 は 木菌の 分離培養 ， 同定

法 の 不 備 に 基 づ く 屯の と考 え ら ．t／．る ．し か しな が ら本菌

が不可欠 の 腟内常在菌
S）で あ る こ とは 衆知 の 事であ り，

従 つ て モ の 臨床的動態 を知 る為 に は確固 た る 分類 が 必要

に な つ て くる
9）1°）．私 は こ の よ うな日的 か ら本 菌 に 関 す

る血 清学的分類を試み，こ れ に 基づ い てPt・k な 条件 に お

け る菌型的動態及 び抗 生 化 学 療法剤 の 本 菌へ の 影響等を

検索 す る 事 に した．

　　　　　　寞験材料並び に実験方法

　1． 実験対象

　昭和 38年　9 月 よ り 1年間 に 当教室外来を 訪れた 新患 の

うち， 411名 の 患 者 に っ い て 無差別培養を試み， 251名

の 腸性例か ら分離 した 2T4株 を 実験対象と した ．

　 2．培養方法

　 1） 材 料の 採取

　外陰消毒後滅菌腟鏡 を使用 し ． 出来得 る限り多量の 腟

内容を滅 菌綿棒 で採 取 後 2．0　ml の 滅 菌生 食水 に て 懸濁

液 と し，そ の 1．Oml を直ちに Heirn 培地
11）

に移植 し

た ．

　 2） 培養方法

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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　Heim 培地 に 移植後8τ
DC48

時 間女子気的 に培養 し，21−1

閥常温放置後 Zeissler平板に 1 白 金耳を接種 し，嫌気性

（黄燐法） に 丁 日間 培養 して 得 た 集 落 か ら肉眼的 に 異 る

5集 落 を鉤菌 して Heim 培地 に純培養す る と共 に，　 Vi −

tamin 　 B
、2e　 1％ ブ ドウ糖加肝臓 ブ イ ヨ ン に も移植 し，

pH値 の 低 下 及 び グ ラ ム 染色 に よ り本菌で あ る事を確認 し

た ．

　 3． 菌型の 分類

　1） ．血清学 的 同 定 に 使用 し た 菌株 の 選択過程

　本 菌に は 慓準株 が な く因子 血 清伶製 に 必 要な 菌 株選 定

の
一

手段 として ，従 来の 報告 に あ る様 な集落形態 ，糖 分

解 に よ る 分類 を試 み た．

　 （a ）　集落形態性状

　従来の 報告に お い て集落形態 及 び糖分解に よ る分類が

最 も価値 が あ る と さ れ て 来 た ．即 ち本菌 の Zeissler F板
上 の 集落性状 を記載 した もの に岡本 ， 石 井 ， 秋穂 らが あ

り，前二 者（お お むね
．一

致 す る とい う）は 4型 に ，秋穂は

3 型 に分類 してい る，また岡本，秋穂は団 5．0の Z 培地

好気培養に お け る集落性状で分類可能 として い る が ，相

川 は こ れ に よ つ て も分類は 不 可能であ つ た とい う．私 も

同様な 実験を試みたが明確な分類 は 得 られ な か つ た．し

か し嫌気性 37DC　7 日間培養で以下述 べ る様な特徴 を最 も

よ く示 した ．1型 ：直径 4 〜6   ，扁 平 で 白緑色 を 呈 し

や S 硬 く，辺縁不 正 で鋸歯状を呈 し，同心 円及び放射状

の皺壁 を形成す る．皿型 ：直径 4 〜5  円形丘状 で比 較

的硬 く．全体 と して 明 る い 茶色で同心 円 を な し中心 程 色

が 濃 く ， 中心核を有 し，時 に緕窩 を作 り辺縁正 で あ る．

皿型 ：直径 4 〜 5釦皿で円形半球状で軟 か く，黒茶色 を 呈

し辺 “it　．i1F一で 帯白茶色の 暈 を 有 し，中心核，臍窩 は な く表

面 滑沢であ る．N 型 ： 2 〜3mm 円型氏状で比較的硬 く淡

茶色 で辺 縁 正 ， 灰白色 の 量 を作 り時 に 中心 核を見 る．

　し か しこ の 分類 とて 必 ず し も
一定 し た 集落形態を示 す

とは 限 らず ， む し ろ亜 型 を示 す場合も比較的多 く認め ら

れ た．

　 （b）　糖分解能

　腟桿菌の 糖分 解 に 関す る 報告 は 多 く，糖分解の 差異 に

ょ り Lash ＆ Kaplan ，岡本，石井は 4 型 に，天谷
lz ｝

は 6型 に ， 相 川 は 5 型 に ， 秋穂は 3型 に 分類して い る

が ，こ れ らの 問 に は 関連 が 認 め られ ず 各 人 に ょ り基 準 と

な る べ き糖 の 種類 を 異 に し て い る ．こ れ は 本実験 に従来

用 い られ た培地が ペ プ トン水 ， ブ イ ヨ ン ，Hiss 培地で

あ る た め 成分を一定 に す る こ とが 困難な 為 と考 え られ「，

私 ぽ成 分を一定 にす る こ とが 出来 る Me 培地
13 ，

に Vi一

表 1　 腟桿菌 の 糖 分 解能
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　 tamin 　B12 を加え た も のを使 用 し ， 集 落 形態

ょり
分類

し た63 株 を用い，合計18 種 の糖分解 能 に

いて 実験 を試 みだ δ ， ． 成續 は 表 1 に 示 す
様 に 本 菌

一般に 単 糖 類 ，二 糖
類

を 分 解す るが ， イヌリ ン ， グ

コ ー ゲン， ズ ル チ ッ ト ． ソルビ ット， ヲ ム ノー ゼを分

しな
い．

ま たこの 成 績 か
ら全

株 につ い て… ・ 定 の 分 解

式 を得 る こ
と

は 困難 で 諸 家 i
“ の 分 類 法に必 ず し も

・ 致 しないが，アラビノー ゼ， マ ン ノ ー ゼ， デキス トリ

， マン

ッ ト， エス ク リ ンの 5 種で 63 株中56 株に各 型闇

や s 明 ら かな差 異 を 認 めた、 　 しか し なが ら集 落形態
と
5 種 の糖

解能
で

同 一型と同 定さ れた47株 の 中にもNo．3 ，No ．4a
， 　No．9a，　 NQ ・

13 ，
No

・ 37 ，　No ・40 ， 　No ． 43 ， 　 No ． 54 ，

No ． 8S 　 a 、　 Ne ． 88b ， 　 No ．99 株

11
株 の 様に2 っの型の いずれにも属し 得る性状 を 示 す も の

見られ
た
．集 落 形 態 と 糖 分 解と の 一 嗷 率 は 63 株中 36 株（
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表 2　標準株 の 糖分 解能
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十
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幵
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y 什什十廾昔十 廾十骨
＿＿一一

什i− 一一一

る完全な 分類 は不可能であつ た．

　 （c ） 抗画1清作製 に使用する菌株の 選定方法

　因 子 血 清 を作製す る た め に は 標準株の 選定 が 必要 であ

るが ， 従来 最 も多 く用い られ て い る集落形態 に よ る分類

で は前述の よ うに 亜型 が 多 く標準株とするに は 難点が あ

る ．ま た 糖 分解能 に よ る成績 も一率で な い が，ア ラ ビ ノ

ーゼ ，
マ ン ノ

ーゼ
，

デ キ ス ト リン ，マ ン ・＝
ッ ト，

エ ス ク

T）ン の 5 種 の 糖分解能を示標 として 分類を行 い ， 不 本

意 で は あ るが ，そ の 中で も最 も 多 い 分解形式 を示 し ， 集

落形態 と
一一一致した もの を選び，再 三 の 反覆検査により分

解形式 が 不動であつ た No ・110株 ，　 No ・107株 ，　 No・

106株 ，
No 、　A 株 を 選 び 1， 9， 皿，　 W 型 の 標準株と

した．こ の 4標準株の 糖分解形式は表 2 に 示 す通 りであ

る．

　2）　抗i血清 の 作製方 法

　 （1） 免疫用抗原の 作製

　Vitamin 　Bn を 加 え た ブ ドウ糖加肝臓 ブ イ ヨ ン 培地 に

3T℃ 48時間培養後 ， 遠 心 分離 に よ り集菌 し，滅菌 生食水

で 3回洗滌後，10mgiml の 菌遊液 と しそ の ま s 氷室 に

保存 した ．

　 （2）　免疫方法

　右 田
L5 ）

の 免疫方 法 に な らい Adjuvant 三mcomplet 　5．O

ml と前記抗原 5．Om 且 （50  ） を 充分 撹伴 し ， 成熟家

兎 の 背 筋 の 4 ヵ 所 に 分 注 ．週 1 回 で 4回 施 行，4 回終 了

後 3 日 目 よ り隔 日 に 抗原50［  を耳静脈に 4 回 注入 し，1

週間後 に 試験採 1血を行 い ， 定量凝集法 に ょ り 凝集価 が

1280倍 に達 した 事 を確認 して か ら全採 血 し，1血清 を 分離

しそ の ま S 凍結保存 した，

　 （3） 凝集試験

　ス ヲ イ ド凝集反応
6）16） は 自家凝集が 強 く型別 は不 能で

あっ た ．一
方定蟹凝集反応 に おい て は菌株 に よ り微弱な

自家凝集 を 見 る が ，こ れ は 血 清稀釈液 と して 出 8．0の 蒸

表 3　各型 血 清 と 各 型 抗 原 の 交 叉 的 定量 凝 集 反 応
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溜永 を使用す る事 に よ り殆ん ど除 去 出来 た．ま た定量凝

集反応の 抗体は γ
一globurin回収液 （200培）を用 い 肉

眼 に よ り判定 した．標準株各菌型問の 交叉 的凝集試験は

表 3 に示 す 通 りで あ る．こ の 成績 は 明 ら か に 型 別 に J る

抗 原 の 特異性 を示 して い る とみ られるが，1型血清 に 対

す る ∬，W 型株 ， ∬型 血清 に 対す るW 型 株 ， 皿型 血 清 に

対 す るIV型 株 ，
　W 型 血 清 に 対す る 1 型株 は 比 較的凝集価

も高 く共通抗原 が存在す る と推定 さ れた の で ， 免疫 1血L清

の 共通抗原 を除去 す る ti的で，　 Lee ＆ Wu17 ：
，　Heiderb・

erger ＆ Kabotls ），等の 抗体特異精製法即 ち ， 同種 抗 原

に て
一
度吸着せ しめ て おい て ， よ り特異的な 抗体を精製

し ， 更 に異種抗 原 に よ り吸収試験 を行 っ た 結果 ，非特異

反応の 減退に成功 した の で，こ の 7
−globurin 回収液 を

用 い 定量凝集法 に よ り同定 した．

　 （4）　同 定法

　前述 の γ
一globurin 回収 液 （pH　 8．0の 蒸溜水で 200培

に稀釈） 2．Oml に 1mg 加 1蒸｛留水 （pH　8．0）菌浮遊液

を0．05ml あ て 滴 下混 利 し ，
37℃ 2 時間放置後遠沈 （1

分間 3000回転で 5 分間）を行 い ，　 に れ を軽 く振蕩 して

肉 眼 に よ り凝集 の 右無を判定 し た ．即 ち凝集の な い もの

（
一）， 明瞭 な 顆粒 の 見 られ な い もの （± ），顆粒状凝集

を認め た もの （十 ），大 き な顆粒を呈 した も の （幵），幕様

剥離 を した もの （卅） とし， （十）以 止を陽性 と した．

　 （5）　抗 血 清の 使用成績

　前 法 に よ り63株を同定 し た 所58株 （92．O％ ） が 同定 さ

喪 4 　 抗 血 清 の 使用 成 績 （実験 対 象 63株 ）

「尺 丁懿
　 工　 甼　　　 9

LL 豊妃 　23

薩F璽±讐

自 分 率
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厂
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れ た ．菌型 の 内訳は 1型 が 9 株 （13．6％ ），丑型 が23 株

（36．6％），m型 が 15株 （23。8％ ），］V型 が 11株 （17．4％ ）の

成續 を得た （表 4 参照 ）．従来の 生 物学的分類 に 比 し，本

法の 方 が 適格 に分類 が 出 来 る．血清 学 的 に 同 定 さ れ た 各

型株の 糖分解能を見 る と 1型では 全株 エ ス ク リン を，皿

型で球ア ラ ビ ノ
ー一

ゼ ，マ ン ノ
ー

ゼ を，班型では デ キ ス ト

リ ン を，W 型 で は V ン ニ ッ トを 分解 す る株 が 多 く， 他 の

糖 に つ い て は 不定 の 事が 多い ．また 血清学 的に 同定 不 能

の 株 に つ い て の 糖分解能は No．4a ，　No．43株の 様に 不

明 確 な もの や，逆 に No ，41株 の 様 に 比 較的明確な もの

とあ り不定であ っ た．

　　　　　　　　　　実験成續

　 1．．臨床的事項

　 A 　検出率

　1）　無差別培養 にお け る検出率

　昭禾038年 9 月 よ り　1 年間 i・L オ）た り　411名の新，宙1こ r⊃し、

て培養 し， 251名 （う ち23名 よ り異 っ た 2 株を検出） よ

り 274株を 検出 した ．即 ち本 菌 の 検 出率 は 61．6％ で あ

る．

　2）　型別検出率

　検出 274株 に つ い て 血 清学的同定法 を行っ た 成績 は 1
型 36株　（13．1％ ），　1型 94株　（34．3％），　皿型68株　（24．0

％），IV型52株 （18．9％）で計 250株 （91．2％）を 同定 し

得た が ，
24株 （8．8％ ） は 同 定 不 能 で あ つ た．

　3） 腟内他細菌 と検出率の 関係

表 5　 腟桿菌 と 腟 内 他 細 菌 と の 関 係

　　　且室槹菌 匡昜性 歪列　（89例 ）　　1」

驤
汰 腸 芭

例　数

2グ
！4

一
「
一　一．1

！一鶚
i

．L、圃
〆5．7％

アドウ球 荀冂 ／8
　　｝
2ρ2 彰

トリコモナ又 ／4　　」／5．7％ 1

カ ンジ タ
．1

遮 コ

4
．ヒ鋤

　表 5 に示 す様 に新患 145例に つ い て ， 腟桿菌 を 中心 と

して 6 種の 細菌を 同時 に 併行検索 した．腟桿菌陽性 例 に

対す る各菌の 共存率 は ， 腸球 ee22，4％ ， ブ ドウ球菌20．2

％ ， 大腸菌 ， ト リ コ モ ナ ス が各15 ．7％ ，
カ ン ジ ダ

，
ビ フ

ィ ズ ス が 各 3．3％ で あ つ た．

　 B　 各種条件 下 に お げ る腟桿菌の 動態

　1） 検出率

　 （D 　疾患別検出率

　 374例中 220例 （58．8％ ） に検出 され た が表 6 に 示 す

通 り 1群 では 検 出翆 は 最 も低 く，次い で H群で あ り，阯

裘 6　 疾 患別 検 出率 （ 374例 ）

疾 患 名　 鬼老数
　P
膣 稈 臨検．十刷 検 出 率
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群では 平均倹出率 よ り高い ．

　 （2）　匡宰清浄度 との 関係

　 280例につ い て検索 した とこ ろ，腟 清浄度 1 °

で66例

中56例 （84．2％ ），正
゜

。で36例 中30例 （83．3％ ），1 °

b で32

例中22例 （68．7％ ），皿
oc
で26例中16例 （61．5％ ），．II　o で

は 120例中42例 （35．O％）の 検出 を示 し ， 清浄度の 良い

もの 程高い 倹出率を示 し た ．

　 （3） 腟 内 田 との 関係

　 322例に つ い て 調 べ た とこ ろ，pH　4，4迄 は 152例中 1

10例 （72．3％），Ptl　4．6〜 4。8で60例中36例 （60．D％ ），画

5．  〜 5．4で76例中42例 （56．8％ ），画 5．6以 上 で は 64例

中16例 （24．3％）の検 出率 で画 値 の 低 い もの 程検出率 は

高 い ．

　 （4） 妊娠 との 関係

　 162例中 121例 （74．6％）よ り検出され ， 妊娠前半で

TO％，後半で84．6％ の 検出率を得 た．

　 （5）　年令 との 関係

　 328例に っ い て検 査 した とこ ろ，20才迄では15例中 9

例 （60．O％ ），21〜30才では 181例 中 120例 （66．2％），31
〜40才で 75例 中47例 （62．6％ ），姐〜50才では 49例 巾27例

（55．5％ ），50才以上 で 8例中 1 例 （12．5％ ）の 検出率で

あ り，50才以 ヒでは 明 らか に低 くなる，

　2）　動態

　 （ユ）　分娩後 の 膣桿菌並 び に 腸球菌 の 出現 とそ の 相互

関係

　40例の 産褥婦 に つ い て 分 娩翌 日 よ り隔 日 に 7 日迄膣内

容 を培養 し ，腟 桿菌及 び腸球菌の 検 索 を併 せ 行つ た．

　 a・　 分娩後 の 膣桿菌の 出現 ：産 褥第 7 日迄 に 40例 中3T
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例 （92。5％ ） に検出 され た ．内訳 は 分娩後 24時間 以内が

7 例 （IT．5％ ），2 〜 3 日 で 15例 （3T．5％），4 〜 5 日 で1 

i歹亘　（27．G％）， 6 〜〒　E韮で 5例 　（12．5％）　とな り ，　分 娩後

2 〜 5 口 迄 の 間 に 25例 （62．5％） に検出 ざれ た ，尚妊娠

中絶 後 の 17例 にっ い て も 同様な実験を試み た が 同様 の 傾

向を 示 した．

　b．　分娩後 の 腸球菌の 出現 ：40例中30例 （75．0％ ） が

7 日迄 に 検出 され て い る．即 ち分娩後 24時間 以内が 7例

（23．3％ ），
2 〜 3 日 で16例 （53。3％ ），4 〜5 日で 6例

（20．0％ ），6〜 7 日 で 1例 （3．g％ ） で あ り， 分娩陵 3

日迄 に20例 （76．0％ ） に 検出 され，腟桿菌 に較 べ て 出現

時期 が 早い ，

　 c ． 分娩後の 腟桿菌と腸球 菌の 出現関Sttii） ：40例 中 7

日 目迄腟桿菌だ けが 検出 さ れ た の は 8 例 （20．0％ ），腸球

菌だ け の検出が 2 例 （ 5．0％ ），両 菌 同 時検 出 1τ例 （42．5

％）の 中分娩後 24時間 以内 3例 ，
2 〜 3 日が U 例，腸球

菌が 先 に 出現レ次 い で膣桿菌 が 出現 した の は 1G例 （25．O

％ ），い ず れ も検 出 さ れ な かつ た の が 3 例 （17．5％）であ

っ た．尚 丁 日 目迄両菌が 共存 して い た もの は 全例中 3 例

に認 め られ た．

　　（2） 抗生化学 療法剤投与 と腟桿 菌の 消 長

　 a． 各種抗生物質並び に ン ヲ ン 剤 の 試験管内発育阻 止

試験

表 7　各種 抗 生 化 学療 法 剤 の 試 験管内発育 阻 止 試 験

確め た ．な お 上記溶媒を同濃唆含有 の 培地 で の 木薗の 発

育は 良好で あ つ た．

　実験結巣 を検 討す る と，一
般 に 本 菌 は 使 用 薬剤 に 対 し

感 受性 が 弱 く ， DF では 1，　 ff型株力気31．21m・gtml で発

育阻 止 を見 た が，抗生物質では 殆ん ど発育阻 止 作用 が 見

られず
so ；，最も よい 感 受性薬剤 が CP ，　 PC の そ れぞ れ

62．5mcgfml とい う成績 に 過 ぎな い ．

　b．抗 生 物質，フ ラ ン 剤 の 腟内投 6一と腟桿菌 の消長

　近年新抗生物質が次k と現 わ れ ，産婦人科領域 で も腟

坐薬へ の 応用が漸 次試み られ て い る，従つ て こ れ ら抗生

物質が 腟桿菌 に 対 し抗菌的 に作用する とすれ ば ， 婦人保

健 上好 ま し くな い 結 果 を来 た す と考え，前実験 と併 せ て

抗生物質並びに フ ラ ン剤 の 腟内投 与を 32例 に 試 み，腟桿

菌の 消長を観察 し検討 を加 え た．

　使用薬剤 ：PM ．，　CP ．，T ・M ・
，　T ・・，　KM ・

・
DF ・の 6種

を使用 し，1 回 投与量は TrM ・が 50000単位 ・ 飽 は すべ

表 8 − ／　抗 生 物 質 及 び 7 ラ ソ 剤 の 腟内投 与 と 瞠桿

　　　　 菌 の 消 長

　　　　　 褫 「
．．
1　

．一．一
1　　

−．t1．
　　

．
1　

．．一一

．

　表 7 に 示 す通 り Pimaricin（PM ），　 Ghloramphenicol

（CP ），　Trichomycin （TrM ），
　 Dihydromethyl 　 Furatri−

zine （DF ），
Tetracycline （TC ），

　 Kanamycin （KM ），

Penicillin （Pc） の 7種 に つ い
L
（腟桿菌の 試験管内発育

阻 1ヒ試験 を 行つ た． PM
，　TrM ・は Nlie　NaOH ，を D

F は Dimethylformamid を，そ の 他 は 蒸溜水 を溶媒 と

して 用 い た ，実験方法は 上記 7 種の 薬剤 を表 7 に示 す様

な 各段階 の 濃度 に含有 させ た Heim 培地 に ，48時間培

養後 の 菌液 1 白金耳を 移植 し，48時間培養後最小 発育阻

止 濃度を測定 し，Z 培地で さ らに嫌気的 窪 日間培養 して
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て 25mgとした ．

　実験方法 ：薬剤投与前 に 腟桿菌 が 検出 され た 例を選

び，薬 剤投 与 は 連 日 で 5 〜 7 回 行 い ，腟 桿菌の 培養分 離

は ，投与中の毎日 と投与中止後 4 日 目 に行 い，［巾清学的

同定 に よ り菌型 の 変動及 び本菌の 消長 を 観察 した。

　実験成績 ：表 8 〜 1 に 示 す 通 りCP 投 与 例 に お い て は

投与 1〜 3回で全例 に腟桿菌の 消失 を見 た が ， PM ，　 K

M では 全例消失 せ ず ，
TrM ・

，
TC ．

，
　DF ．に お い て 各 1 例

ず っ 消失 を認 め た だ け で あ つ た ，た だ PM の 症 例 6 （腟

カ ン ジ ダ症）の 様 に 投 Ljl　rp腟桿 菌の 出現を見 た 例 キあ る．

叉菌型 の 変動では表 8 〜2 に示 す通 り各薬剤 とも （CP

妻 8 − 2　 抗 生 化 学療 法 剤 の 腟 内 投 ケに 伴 う菌型 変化

丶 　　　　　一一、
．
マ

く
　　一

黶 写 中破 勠 悪享鯉 勣比軟

　　　　 衷黝 樋 齟 ノ司型 1軣 型．一一
　 　　 　 　

一．
一

一了
2　　 4 　　

’

11
ρ．．’  5携 　 3− ．．冖7　、　　　　　　　．．

薩 1一
　 尸F　厂

〆　 13 　　 2　　　　−
　 　 　 4 　　　〜・　　　　一一
　　　3　 　 ⊇

丁c4 測　3 〃　 1
（　
一
「
一一

三
一

∠　　 〆

鶏鍛捌量±話±
に よ る消失例を 除 く） 投 摯途中での 菌型 の 変動は 激 し

く，多 くは 1〜2回 投 与に よ り起こ り， 1 回投与で消失

した CP の 3例 ，　 TrM ・，　TC ・の 各 1例 を除 い た 27例 中

20例 （74．0％ ） に 変動 を認め，夊投与前 と投与後での 菌

型 の 異同は CP に お け る投与中止後 も陰性 の 1例を 除い

た 31例中20例 （64。5％）が 同型 で あ つ た ．総 じて投 与 途

中での菌型 の 変動は著 しい が，投与前後での 変動率 は低

い ．尚無処置腟の 連続培養 5 例では 1例 に変 化 を認め た

だ け で あ つ た ．

　 （3） 腟桿菌の 定着牲 に つ い て

　本菌は 膣内に お い て 各個人 に よ り菌型 が 固定的な も の

で あ る か否 か を知 る意味で次 の 実験を 行つ た ．

　 a・　妊婦 の 4 週間隔 4 回追跡時の 菌型 変化

　妊婦25例を対象 とし 4 週毎 に 4 回培養分離同定 を 行っ

　　 表 9　 腟桿菌 の 変 動

（妊婦 4週 間 隔 の 4 回 追 跡25例 ）

疫動 例 オ ’回沖2回 オ3回 オ4回1

ノ

2
正

劉 器
Iv 且

壁

I　 I

皿

3 皿　1 互 工 1▽ 皿

41 　 　 丑 π w

た 所，25例 中 4 例 （16．D％ ） に 菌型の 変化を認 め た が ，

大部 分 の 例 で は変化 を認め な か つ た ．菌型変化 の様相 は

表 9 に 示 す．

b・ 抗 生 化学療法剤 の 腟 内 投 与 中及 び 投与前後の 菌型

変化

　前述 した 様 に薬剤投与中で は 74．0％ の 高率 で変動 を示

した が ，投ケ前後 の 比較 で は 32例（1 例 は投与後も陰性）

中 11例 （35．5％ ）に 菌型変化 が 見 られ，そ の 中 4例か ら

同型 菌と異 型 菌の 2 株が 検出 さ れ て い る ．叉投 与 途中 短

期間出現 し消 襲した 屯の の 菌型 別顕度は 皿型 ，1型 ，且

型 ， 　IV丿『吐の 川頁
L
ご≡髪ンオ、て）た （茎乏8 〜 工，　2 参照），

　 c・ 分 娩前後 での 齬型 の 変化

却 0 分娩 1｝畷 に お ト胤 菌型 の 比 較 （24例 中 ）

　 分娩 前 に 存在 し た 腟桿菌と 分娩 に よ り
一
時消 失 し ， 分

娩後 再 出現 した と き の 腟桿 菌との 菌型 の 比較 を 24例 にっ

い て 試みた （表10参照），

　 24例中 8例 〔33．3％） に 分娩前 と異型 の 腟桿菌が 出現

した ，

　 皿．墓 礎 白勺事項

　 1） 腟桿菌の 耐 熱性 及 び生 存期問

　　（1）　耐熱性

　使 用 菌株は 1型 （No ・92a，　No ．110株），皿型 （No ，

　107 ，No ．96株），』【型（No ． 106
，
　No ．　E 株 ），IV型 （No ．

A
，
No ・91株 ）の 8 株を選び，　 Vitamin 　 B1、 加肝臓 ブ イ

ヨ ン 培地 を片1い ，耐熱試験後 Heim 培地 に 移植 し，37

℃48時間 培養後更 に Z 培 地 に 移植 し生 死 を 確 認 し た ．50

℃ で は60分 で 亀死 滅す る もの は な か っ た が ，55℃ 20分 で

4株 ， 30分 で 5株 ，60分 で 7 株が 死滅 し，60℃ 5分 で 4

株，10 分で 全株死 滅 し た ，な お 菌型 別 に み る と 皿，W 型

に 属 す る 菌株 が や 」 強い 抵抗を示 した ．

　 （2） 生存期間

　本菌の 保存を目的 と した生存期 間を 調 査 した．培 地 は

Heim の 有 ・無糖 の 両培地 を 用 い ，使 用 菌株 は 前 記の

8 株を試験 1に 供 した ，永 室，常温 （20℃ 前後 ），3T℃ の 3

条件下で ，He 量m 培地は ゴ ム 栓 に て密橙 し永 分 の 蒸発 を

防ぐ様に した ．諸家
51 鋤

の
・
致 す る 所 で は Heirn 培 地

常温 で 2〜1D週 と さ れ て い る が ，本実験で も無糖 Heim

培地 は永室内で最短 が 16日間，長い もの
．
ご 13  日間 ，

37℃ では 7 日〜14日間，常温では 21御60日 で あ り，有 糖
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培地では 昏条件下とも無糖培地に 比較しほ ぼ半減 し て い

る，1型 は他型 に 比 較 レ て や 猿 短 い 様であ る ．

　2）　腟 桿 菌と 弛細菌との 拮抗作用

使用菌株 は 先 の 8株 を供 し ， 有 ・無糖の Heim 培地

を用 い ，腸球菌 （D10100 株），ブ ドウ 球菌 （209P ），大

腸菌 （o − 2蛛 ），
ビ フ ィ ズ ス 菌（B 群 ）の 4 種 に つ い て実

験 した ，各試験管に は そ れ ぞれ 2塒 間培養の 腟桿菌及 び

上 記各 鹸浮游液 を 1 白金耳ず つ を移植し3T℃孵卵器 に 入

れ，12，24，48時間 ，2 ，3 ，4 ，5 ，6 ，7 日 後に 各

試験管 の 岬 を検 し，同 時 に 腟槹菌は Z 培地 に ，腸球菌は

S．F，培地に ，大腸菌は EG 培地 に，ブ ドウ
・
球菌は 110

番培地に ， ビ フ ィ ズ ス 菌 は Me 培地 に 移植 して 『1死 を

確認 した ．ゾ ドウ球 菌，大腸菌では 有 糖培地 で は 24〜48

時間後 に は 両 菌 とも死滅 した が ，無糖培地 で は 7 口後 も

全株生存 した．腸球菌も有糖培地で 3 〜盛 日 で全 株死 滅

した が ，無糖培地で は 逆に 6 〜丁日 後に腟桿 菌が全株死

滅 し た，ビ フ ィ ズ ス 菌は 有 ・無糖培地 とも τ 日後も両 菌

が生存 し全 く拮抗関係は 見 られ な か つ た ．な お有 糖 培 地

で の p｝1値の 低下は著明で あ る が ，無糖培地 で は ご く軽度

であつ た，

　 3） 他 種 乳 酸桿菌 との 比較

　　（1）　直腸内嗜酸桿菌 との 比 較

　 木菌と嗜酸桿菌 の 異同に 関 して は 未だ異論の あ る問題

で あ るが
5，14〕 21 ），今 回 私 は 主 に 血 清 学的立場 よ り実験を

試 み た ．

　 a． 購酸桿菌の 分離及び同定

　 外来新患 108例 に つ い て 腟桿菌と全 く［司
一

方法 で 直腸

内よ り 分離を行 い ，検出率は 59．2％ （64例 ）で 計66株 を分

離 した ．分離株につ い て 前記 4型 の 1丞L清を 用 い 同定 した

所 ，
60株 〔90．9％） を 同 定 す る 事が 出 来 た が ，6 株 は 同

定不能であっ た．同 定菌株の 型別検出率は 1型 6 株（1 ．0

％），　］型 25株　（41◎6％ ），　皿型 17株 　（28．3％），］V型 12株

　（20．0％） とな り，腟 桿菌 の 型別検出率 と類似傾 向を 見

た ．

　 b， 腟桿菌 と直腸内嗜酸桿菌の 関係

　 上 述の 通 り両菌は 殆 ん ど同
一と考 え られ るが ， 同

一
採

取時期 の 両 菌 を型 別 に よ り比 較 し て 見 る と ， 前 記64例中

両菌を 同時 に 検出 し得たもの 38例中両者が 同型であっ た

　も の は 22例 （（57．3％ ）で あ る．

　　c． 消失後の 再現 腟 桿菌 と嗜 酸桿 菌

　 褥婦42例 の 検索では直腸 ， 腟 内 よ り同時 に 検出 され た

　18例中13例 （72．2％ ） に 同
一

菌型 が み られ た ，ま た薬剤

投与 中腟桿菌 の 消失或は菌型 の 変化 が 見 られ た 20例 に つ

い て ，投与 中 土後 検 出 され た 両繭の 菌型 を み ると2G例中

13例が 同
一
型 を示 した ．

　 （2）　ビ フ ィ ズ ス 菌 との 比較

　成人 膣内及 び直腸 内 よ り検出 t　 ge．る ビ フ ィ ズ ス 菌に っ

い て噛酸桿菌同様本菌 との 比較検討を試 み た ．使用繭株

は 当 教 室湯 原が 保存す る A ，B ，
C

，
D 群 の 塩種を 用い た．

　 a． 生 物学的性 状 の 差異

　ビ フ ィ ズ ス 菌 は 窪桿菌同様 H ・im 及 参： Z ・issl・・ 培

地 に 良 く発育 す る が ，Z 平板上 の 集落形態 は 4 種 とも同

様 で 半透明 ，露滴状 の 小 集落 （1 〜 ⊥・5  1） を 呈 レ・膣

桿 菌の 如 き鮮明 さは な い ．

　繕分解能 よ り見 れ ば ビ フ ィ ズ ス 菌は 全株 エ ス 列 ン を

分解 し ， 腟桿菌ば 1型 の み分 解す る が 醜 述 の 様 に 集落形

態 が ．f型 と全然異 な る，

　菌の 形態 ごは 本繭は連鎖を作 り易 い が ，
ビ フ ィ ズ ス 菌

は こ れ
・E：作 らな い こ と を確認 した ．

　 b．　 血，清学的 同 定 に よる差 異

表11 腟 桿 菌 （血 清） と ピ 7 イ ズ ス 菌 （抗 原） と の

　　　交 叉 的定 量凝 集 反 応

　腟桿 菌代表株の 4 血 清と前記 4種の ビ フ ィ ズ ス 菌 との

問 に 交叉 的 に 定 最 凝 集反応 を 試 み た 所，表 11に 示す様

に ， 1型 血 清に 対 して は B
，
G 群 が 20倍 ，　 D 群が 10倍 ，

Ing　1Cz清では D 群 の み 10倍，皿型 血清
．
ごは B 群 の み 20倍，

IV型血清に 対 して は 4群 とも　10倍で弱陽性 を示 した に

過 ぎな い ．新生児腸内及 び成人腟内由来の ビ フ ィ ズ ス

菌をそ れ ぞ れ 20株計 40株 に つ い て 同 様 に定量凝集を試 み

た が ，
い ずれも高い 凝集価は 見 られず，1型 血 清に 対 し

て 12株 が ，皿型 血 清 に は 4 株 ，皿型 血 清 に は 5 株，W 型
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血清に 対 して は 3株が わ ずか に10〜20倍 のmaneで弱陽性

であ つ た に 過 ぎな い ，

　 4）　膣桿菌の 薬斉1．1耐性 試験

　 代衷 の 4株を用 い Heim 培地 で CP に対 す る 耐性獲

得 を検索 し た が ，10代継 代で は い ずれ の 株 も耐性 を獲得

しな い ，

　 5）　螢光抗体法の 試 み

　 本菌に対 し螢光抗体法 を 応 用 した が ，個々 の 菌の 螢光

は 弱 く，また 菌塊 と して の 螢光発色 も個k の菌よ り幾分

強 い 程度で ，期待した 結果 は 得 られな か っ た ，

　　　　　　　　　　考　　按

　 腟桿菌が 発表 さ れ 既 に 半世紀余 を 経 て い るに も 拘 ら

ず，本齲の 研 究が多少等閑視 さ れた 感 が あ るの は ，腟 自

浄 作 用 の 指 標 と し て の 必 要性 は認 め られ な が らも ， 病原

菌 と して の 意義が 少な い た め と，分離培養の 困難 性 に起

因 す る と考 え られ る．さ らに本 菌の 性状 も細部 に わ た つ

て ぱ不 明 の 点 が 多 く，細菌学 上 の 億置づ け す ら不明確で

あ り ， 各研 究者 に よ り，培地 ，培養法を異に し，分類は

専ら生 物学的 性状 に頼 つ て来 た た め統
一・

された 結果 を 見

て い な ？vi20
，B5 ，3s ）3n ．

　 こ の様な現状を打破す る 目的 か ら本菌の 血清学的分類

が試み られ ，J雌tten （1922）22 》，Lash ＆ Kaplan （1926），’ ｝

岡崎〜大谷 （1913），23 ⊃
勝野 （1926），24）岡本 （1935），

4〕石

井 （19ユ5），5｝ 秋穂 （1956），
2，
相川 〔1961）s1G

｝
らの 業績 が

あ る が ，相川 を 除 き い ずれ も凝 集反 応 に 見 るべ き収 獲 を

得てお らず，僅 か に 沈降反応，補体結合反 応 に よ りや S

勝れ た 結果が 得 られ た に 過 ぎ な い ，こ の 様 な現況 下 に あ

る 腟桿菌に つ い て 確実な 同定 法 を 確 立 す る こ とは ，本 菌

の 臨床的動態 を 検索す る 上 に最 も重要 な 問題であ る．私

は 先人 の 行 つ た血清学的同定法を と りあ げ ，こ れ に 改良

を加 え て み る こ とに した ，

　まず．血1清学的 同定 に使用 す る 因子血 消 を作製す るた め

に は標準株の 選定 が 必 要であ る．こ の 目的 か ら従 来 最杢

同定 上 の 目安 と さ れ た 集落 の 性状 に つ い て黄 燐法を 用 い

て 培養し，検索を 行 い ， ’
c
”

　C）成績 を 石井そ の他の 成績

と比 較 した結果 ，集落の 性状 よ り標準株を 決定 し型 別す

る こ とは 不安定 で あ り，こ れ を 血 清学的同定 に使 用 す る

因 子血 清 作 製 の 抗原とす る こ と には 難点 が あ る と考 え

た ．さ らに糖 分 解能 に っ い て も観察 し ， ア ラ ビ ノ
ー一

ゼ ，
マ ン ノ

ー
ゼ ，デ キ ス ト リン ，マ ン ニ ツ 1  エ ス ク リ ン の

5種 の 糖 分 解能 を示標と して 分 類 を行 っ た が ，亜 型が 多

く，ま た 集落形態 に よ る 分類法 とヌ寸∫七検言寸した とこ ろ，
一
致 を見な い も の 奄あ り標準株の 選定 に 苦慮 した が ， 反

覆糖分解能を検査 し，成績 の 不変で あ つ た 株 を 1 ，1 ，

　皿，lll型 に 分類 し，不 本 意な が ら因子血 清作製の 標準株

　（抗原） とす るこ と と した ，次い で問題とな る 因子 血 清

抗体価の 一ヒ昇を測 る 目的 で Adjuvant　 imcomplet を使

用 して ，抗体価 を 1280倍 まで一．｝z 昇 さ せ る こ とに 成功 し，

ま た共通抗原 の 除去 には 脯炎双球菌の 抗体分騫法を応用

した Lee ＆ Wuin ，Heiderberger ＆ Kabotls｝．等の 抗

体特異精製法 に よ り良好な 結果 を得た ．

　 次 い で 血 清稀釈液を担 8．0の 蒸留水 を用 い るこ と に よ

り 自家凝集を 除去出米た ，こ の 様 に して 作製ざ れ た 因
．f

l丘1清を用い て隙末材料よ CJ分離 L．た 63株に つ い て血清同

定 （定量凝集反 応 ） を行 な つ れ 結果 92．0％ の 同定率 を示

し ，集落性 状 に ょ る分 類 と糖 分解能 を 応用 した 分類に お

い て亜 型 と 見做 され た 株 に つ い て も93．7％ の 同定成績 を

認 め 得たの で，本法を利用 して 膣桿菌を 分類 し ，抗生 化

学 療 法 剤に ょ る 影響 ，他種 乳 酸桿 菌 と の 異 同 ，臨床面で

の 移行，定着 性 を 検索 し よ うと試み た，分 離 さ れた 274

株 ：こ つ い て の 同定成績 は 1型 36株 （13．1％ ），1型 94株

（34．3g／o ），肛型 68株（24．0％），　 W 型 52株 （19．9％）で あ

り ，なお 4 種 の 血清で 同定 ざれ な か っ た株 は 24株 （ 8．8

％ ）で あ り，果 し て 亜型 な の か，或は 相川 の い う笙 V 型

な の か は 今後の 研 究に俟つ べ き もの と思わ れ る ，

　型 別検山率では 丑型が優位を占め ，皿型 ，W 型 の順 で

1 型は 最 も低 い が ，岡本，石井 ，相 川 らの そ れ とは代表

株選 定 を 異 に す る た め 比 較 す べ くもな い ，た だ糖 分 解 よ

り推 察す る と石井 の 成績 と類似が み られ るが ，私 の 1型
の 検出率が 低い 様であ る ．

　腟桿 菌 と他 細 菌 との 共存率では腸球菌，ブ ドウ球 菌で

20％台 を示 し，大腸菌，ト リコ モ ナ ス で 15．7％ ，ビ フ ィ

ズ ス 菌，カ ン ジ ダで は 3 〜4 ％ と な り，後 2者 との 共存

率が 低 い が ，こ れ は 棲息条件 を 同 じ くす る細菌間 にお け

る増殖 の 優劣 に 起因す る と も考え られ tt．　Z7 ）　
29 ）Sl ）．

　 ま た 検出率 は 腟 酒 浄 度 が 良 い 程 ，Ptlが 低い 程高 く ，

41 ］

疾患別 検 出率に お い て も 同様の 傾向が うかが われ た ．ま

た 腟内他細 菌，川値 と検出菌型 の 間 に は特 に有意は 認め

られ な か つ た．

　分 娩 後 の 腟 桿 菌の 出現を み る と，全 症 例 の 62．5％ が産

褥 5 日迄 に現わ れ ，ま た腸球繭 の 出現は τ6％ が産褥 3 日

迄 に 認め られ ，率の 一Lで は 腸球菌 が 腟桿菌 よ り早 め に 出

現す る 傾向 を 認 め た ，こ れ を各 症 例 別 に観 察 す る と 両 者

同時出現が 全 体 の 42．5％，腸球菌が 先に 出現した もの は

25．O％で あ る ，真柄
19 ）に よれ ば分娩後の 腸球球 は 膣桿菌

出現迄 の 膣 内闘 低下 の 役 を 果 し，腟桿菌 と交代す る も
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の の 様で あ る と述 べ い るが ，太実験 に お い て も全体 の

25．0％ に お い て 乏の 傾向が 見 られ た．又 分娩後15時間以

内の 縢 壁 を 強 く擦過 して 培養 した 2例 か ら腟桿菌を 検出

し 得た 事 を 考 え る と，必ず しも分 娩 に よ り消 失 す る とは

限 らず
”
c の ま 丶 存続す る も の 亀あ る と思考 さ れる ．

　抗生化学治療剤 の 膣内抗与で は GP に お い て 全 例，　Tc

で 1 例 ，TrM ．で 1例 ，　 D 　F で は 2例 の 消 失 を 見 た が P

M ，KM では 1例 も消失 を 見な い、 こ れ は 試験管 内実

験
25 ｝とぽ ぼ一致す る．TrM ．投与例 に お い て 消失例 の あ

る こ とは 試験管 内実 験の 成 績 と相 反 す る と も考 え られ る

が．こ れは無処置腟 の連 日培養でも消失 した例 の み られ

る事 よ り類推す る と，薬剤 の 影響だけとは 考 え られ な い ．

以 上 の 成 績 か ら腟桿菌 に 対 し 抗菌作用を 示 さ ぬ TrM ．，

KM ．，　 PM ，は 腟錠 として 有意義 と 考える が ，　 G 　P と

の 他 の 本菌に対 し抗菌作用を有す る抗 焦 物質を使用 し た

例 に お い て も投薬中止 後 4 日 で殆ん ど全例に 膣桿菌が 出

現 して い る事 か ら見 て ，敢 え て こ れ ら薬剤 の 使用を さ け

る必 要 もな い と考 え られ る．

　腟桿菌の 定 着 性 に 関 して 無処置 妊 婦滕 に つ い て検 索 し

た結果 ， 4回の 追跡 にお い て は全 体 の 1696に 菌型 の 変化

が み られ た だ け で84％は 不 変 で あ つ た
：Sl．また 薬剤 の 膸

内投 与 で は 76％ の 高率で菌型 の 変化を 見せ た が ，投与申

IL 後再出現 した 菌型 との 聞 に は 有意差 は 認め ら れず，

33．9％ が 変動を示 したに す ぎな か つ た．

　 更 に 分 娩前後 の 菌型 比較に 際し て も28・5％ に変動が見

られ た．な お 今 回 の 実験で は 2種 以 ．1−．の菌型 を同陦 に 歓

出する事はで きな か っ た．

　 直腸内嗜酸桿菌 と膝桿菌 と の 異同に つ い て も観察 した

魁 前者の 検出率 は59・2％ で あ り，腟桿菌血 清に よ る嗜 ．

酸桿菌の 同定率が 90．9％ と高率で あ る こ と よ り見 て 両者

は ， 勝野 ，石井，相川 らの 説の 如 く殆ん どが 同
一

の もの

と考 え られ る ．し か し同 定不 能 で あ っ た 6株 に っ い て は

更に 今後の 検討を 必要 とす る．な お 同
一例の 腟桿菌と嗜

酸桿菌が 同型であつ た率は5T．3％であ り，消失後再出現

膣桿菌と騰酸桿菌 との 型 別 の
一

致 した もの は 72．2％ と高

Si｝・：一致 して い る こ とか 硯 て 直腸 と腟 との 間 に は 概

移行 の 存在 を推察 させ 得る
4°）．従つ て 以上の 結果 よ り ，

従来墜桿菌或 は D6derlein 氏腟桿菌と呼ば れ れ て 来 た

本菌は，腟内乳酸桿菌 と呼ぶ の が妥当と考 える．

　 ビ フ ィ ズ ス 菌は腟内及 び 直腸内 よ り検出 さ れ る乳酸桿

菌で あ り ， しか も靨酸桿菌 と腟 桿菌が ほ ぼ 同
一

視 さ れ る

な らぱ腟桿菌とビ 7 イ ズ ス 菌 と の 異 同 に つ い て も観 察 す

る必 要が あ る と考 え ，両 者 の 生 物 学 的性 状 を検索 した 結

果 は ，木菌の 1型 とビ フ ィ ズ ス の 全型 が エ ス ク リン を分

解す る 点で 共通点を有 し て い るが ，他 の 性 状は 全 く異な

つ て お り ，
又 膣桿菌 1型血 清 に 対 し て ビ フ ィズ ス 菌の

B，C ，D 群 が ユO・− 20倍で弱陽性 を 示 した 事 は，両 者 間 に 何

か共通 因 子 の 存在 を疑 わ しめ る と し て も，両菌は 全 く異

種 の 乳酸桿菌で あ る とい え る．

　　　　　　　　　　結　　語

　 1 ．腟内乳酸菌の 91L清学的同定 法 に つ い て 再検討 を 加

え新 た に 臨床 L応 用を 試み 好成績を得 た ．即 ち腟桿菌の

血 清学的型別 に お い て92・0％の 同定率を得た．

　 2 ．本菌の 無差別検出率は61．6％ で あ り，膣 炎及 び 腟

内容性状 を悪 くす る疾患で は 検出率 は低い ．な お型 易凱検

出率で は H型 （34．3％），皿型 （24．0％ ），IV型 （18．9％），

1型 （13。1％ ） の 順 に 高 く，腟 桿菌陽性 例 に対 す る 他細

菌の 共存率は 腸球菌，ブ ドウ球菌で 20％ 台 ， 以 下大腸菌

の 順であ る、

　 3 ，本 菌の 検 出 率 は 腟 清 浄度 が 良好な もの ，州 の 低い

も の 程高 く，妊婦 に お い て も高率であ る．又 年令別で は

40才迄は 無差別検出率 とほ ぼ 同 程度で あ る が ，高年に な

る と急 速 に 低下 す る．

　 4 ．分娩後 の 腟桿菌と腸球 菌 の 出現は 同時出現 が 42．5

％ ，腸球菌が先に出現した もの 25％であ る が，両菌共 分

嬬後 2 〜3 日 目に 最 高 の 出現率 を 示 した ，が 5 日迄 に τ0

％が出現 し て い る ，

　 5 ．膣内に お け る腟桿菌は ，何 らか の 因子が加わ らな

い 限 りぽ ぽ定 着性 を 有 して い る．

　 6 ，腟 桿菌は 抗生 物質 に 対 す る 感受 性 を殆 ん ど示 さ な

い ．また KM ．，　TrM ．を用 い て の 臨床成績 に お い て も同

様 の 傾向が 認 め られ た．

　 7 ．消失後再出現せ る腟桿菌と直腸 内嘴酸桿菌 とが 同

型であっ た 率が 72．2％ と高率 に一致 して い る こ とは両者

間 の 相互移行 を 推察 させ 得る，ま た腟桿菌と嗜酸桿菌 は

血 清学的同定で殆ん ど 一
致す る し，型 別 検 出率 も類似 し

て い る．

　 8 ．本菌は膺糖 Heim 培地中で ，大腸菌，ブ ドウ 球

爵，腸球菌 に対 して 拮抗作用 を 有 す る が ，
ビ フ ィ ズ ス

菌，カ ン ジ ダ とは 拮抗 しな い ．

　　9 ．本 菌と ビ フ ィズ ス 菌は Heim
，
　Zeissler 培地に よ

く発育す る 以 外，生 物 学 的性 状及 び血 清学的同定法に お

い て も
一
致を認 め な い．

　 10．本 菌 と直腸内嗜 酸桿菌 とは 同
一と考 え られ る の

で，腟桿菌の 呼称 は 不適当で腟内乳酸桿菌 と呼 ぶ の が 妥

当 と 考 え る ．

　 稿 を 終 る に あ た り御 懇 篤 な 御指導，御 校 閲 を 賜 わ つ た
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M ．et　aL ：　J．　Bact．，65，　681 ，

1953．　
− 36）　Briggs

M ．： 」．G 已 n ．　Microbiol 、
，
9

，
234

，
1953．− 37）Da −

vis，　G ．H ．C ．； 」．　Gen ．　M　 icrobiol．，13．481
，1955．

− 38）Butter
，
　B ．c．　et　al ．： A ．M ．J．　Obst ＆ Gyn −

ec ．
，
79（3 ），432，1960．一一39）永井清三 ： 日新 医 学，

娼 （6），388，エ956．− 40）小 島三 郎
・真 柄 正 庫他 ：

回 産婦 誌，27 （9 ），1826，1932．− 41）森山豊 1 日

産…婦誌，　27　（9 ’，1826，　1932，

　　　　　　　 （No ．1887　昭 40・6 ・7 受付）
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